
　 熊本県酪農青壮年部協議会役員が搾乳牛・ 子牛と 一緒に幼稚園・ 保育園

へ訪問し 搾乳や哺乳体験を通し て、 乳牛や酪農を身近に感じ ても ら う 「 酪

農ふれあい体験交流事業」 が1 0月28日（ 月） に熊本市東区にある「 つば

めこ ども 園」 で開催さ れまし た。 当日は雨を心配するなか4 2名の園児た

ちが搾乳・ 哺乳体験を行いまし た。 初めに、 中村委員長から 注意事項を交

えた挨拶をさ れ、 園長や園児による歓迎のこ と ばの後に体験が始まり まし

た。

　 園児たちも 最初は緊張し ている様子でし たが、 時間が経つにつれ積極的

に牛に近づき、 笑顔で撫でているのがと ても 印象的でし た。 他にも 、 園児

たちから 酪農家へ「 餌について」 質問が出るなど、 交流を 深めてまし た。

また、 年中以下の園児たちはお兄さ んお姉さ んの体験を見学し 、 楽し まれていた様子でし た。

　 今回のよう な交流事業を 通し て、 理解醸成活動の重要性を 再認識し たと 同時に今後も 、 より

一層牛乳の消費拡大へ繋げていけるよう な活動を行っ ていきたいと 思います。

中村委員長

酪農ふれあい体験交流事業実施！！
主催： 熊本県酪農青壮年部協議会
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　 令和６ 年11 月21日（ 木）、（ 有） T・ M フ ァ ーム（ JA八代） で森本真由氏
を 講師に竜北東小学校の４ 年生が参加し た理解醸成活動が行われまし た。
最初に牧場の仕事の説明があり 、 実際に餌づく り 、 餌やり 体験、 哺乳体験
が行われまし た。
　 餌づく り では３ 種類の餌を混ぜ合わせる作業を行い、 餌やり 体験では、
最初は牛の大き さ に驚き 、「 怖い」 と 言いながら 餌やり を し ていまし た。
回数が増えると 距離も 近づいていき、 直接手渡し で食べさ せる子も いるな
ど最後には餌寄せまでし てく れまし た。 哺乳体験でも 自分で作っ たミ ルク
を 飲ませながら 仔牛が飲んでく れる と 、 う れし そう な表情を浮かる など、
仔牛の可愛さ から 「 こ っ ちの仔牛にも 飲ませたい」 と いう 子も いまし た。
活動が終わり に近づく と 「 も う 終わり 」「 まだやり たい」 と いう 子も いて、
体験が楽し かっ たこ と が窺えまし た。
　 最後に、 牧場の堆肥を自分たちで袋詰めをし 、 持ち帰っ た堆肥は学校で大根作り に利用すると
のこ と でし た。 どの活動にも 積極的に参加する 子ども たち が作る 大根はき っ と おいし いこ と で
し ょ う ！
　 今後も 酪農の理解醸成活動と 同時においし い牛乳を子供たちに届けら れるよう に、 ら く のう マ
ザーズも 生産者と 一緒になっ て頑張っ て参り ます。（ 有） T・ M フ ァ ームの森本さ ん大変お疲れ様
でし た。

竜北東小学校での理解醸成活動について

森本真由氏
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　 皆さ んにワ ク チン について知っ て頂く ために、 先月はワ ク チン の考え方の基本になっ ている 免疫につ

いて詳し く お話し し ま し た。 今回は、 ワ ク チン の仕組みと 使用方法、 注意点など を お話し し ま す。

　 ワク チンの仕組み

　 ワ ク チン には病原体を 弱毒化し た生ワク チンと 感染性や病原性を 完全に無く し た不活化ワク チンがあ

り ま す。 ワ ク チン が接種さ れる と 一次免疫応答によ っ てその病原体に対する 特異的な抗体が産生さ れ、

さ ら に記憶細胞が残り ま す。 そのため同じ 病原体が再度侵入し た時、 体内には既にワ ク チン によ っ て産

生さ れた抗体が存在し ており 、 記憶細胞から の二次免疫応答も 迅速に誘導さ れま す（ 図１ ）。 免疫細胞

や一次免疫応答、 二次免疫応答について詳し く は先月号（ M other’s　 11月号） を 参照し て下さ い。 ワ

ク チン によ っ て免疫細胞に病原体の倒し 方を 練習、 記憶さ せる こ と で、 その後の感染に備える こ と がで

き ま す。 その結果、 効率的に病原体を 排除し て感染や重症化を 防ぐ こ と ができ ま す。 ただし 、 ワ ク チン

によ る 抗体は長く 体内に残っ ている 訳ではないので、 免疫を 維持する には定期的にワ ク チン 接種を 行う

必要があり ま す。

生産本部　 技術課　 　 宮原　 　 佑　

ワクチンによる子牛の疾病予防② ～ワクチンについて～

図１ ） ワク チン接種による感染防御の概要

　 子牛へのワク チネーショ ンと 注意点

　 ワ ク チン によ っ て疾病を 予防する こ と を ワク チネーショ ンと 言いま す。 現在、 子牛の呼吸器病と 下痢

を 対象と し て様々なワ ク チン が開発さ れていま す（ 表１ 、 ２ ）。 子牛の呼吸器病や下痢は様々なウ イ ル

ス や細菌、 寄生虫によ っ て引き 起こ さ れま す（ 表３ ）。 ワ ク チン によ っ てこ れら の内、 殆ど のウ イ ルス
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と 細菌（ 表３ 赤字） によ る 病気を 予防する こ と ができ ま す。

　 呼吸器病のワ ク チン は注射ある いは鼻腔内投与によ っ て子牛自身に投与し ま す。 生ワ ク チン と 不活化

ワ ク チン の両方があ り 、 月齢や目的によ っ て使い分けま す。 生ワク チンは持続時間が長く 強い免疫反応

を 誘導する こ と ができ ま す。 し かし 、 弱毒化し ている と はいえ生き ている 病原体を 使用し ている ため副

作用が強く 出る リ ス ク があ り ま す。 一方、 不活化ワク チンは生ワ ク チン と 比較し て安全性は高いと 言わ

れていま す。 し かし 、 免疫誘導が弱く 持続時間も 短いので間隔を 空けて２ 回接種する 必要があり ま す。

　 下痢のワ ク チン は分娩前の母牛に接種し 、初乳を 子牛に飲ま せる こ と で免疫を つけさ せま す。 し かし 、

母牛の栄養不足や体調不良など が原因で初乳に含ま れる 移行抗体の濃度が低いと 十分な免疫を 付与する

こ と ができ ま せん。 下痢ワ ク チン の効果を 発揮さ せる ためには子牛に初乳を 摂取さ せる こ と に加えて 、

分娩前の母牛の健康状態の維持、 そし て糖度計によ っ て初乳のBrix値を 測定し て抗体濃度を チェ ッ ク す

る こ と が重要です。

　 子牛側の要因でワ ク チン の効果がう ま く 得ら れないこ と があり ま す。 生後間も ない子牛は免疫機能が

未発達なので、 早期のワ ク チン 接種では十分な抗体を 作る こ と が出来ず免疫を 獲得でき ない可能性があ

り ま す。 ま た、 初乳に含ま れる 移行抗体も ワ ク チン の効果に影響を 与えま す。 特に生ワ ク チン が移行抗

体によ っ て不活化さ れ、 免疫を 獲得する 前に排除さ れてし ま う 可能性があり ま す。 子牛は生後１ 週ごろ

から 徐々に抗体を 産生でき る よ う になり ま す。 そし て、 初乳中の移行抗体の影響は生後３ 週ごろ ま で続

き ま す。 なので、 ワ ク チン 接種はこ の期間を 過ぎた生後１ カ月ごろ から 行う のが効果的です。 栄養不足

や発育不良で虚弱な子牛は免疫機能が弱く 、 ワ ク チン 接種によ る 抗体産生能力も 低く なり ま す。 ま た、

子牛がス ト レ ス を 感じ る と コ ルチゾ ルと いう ホルモン が放出さ れ、 免疫細胞の働き が抑制さ れま す。

　 ま と める と ワ ク チン の効果を 十分に発揮さ せる ためには以下のこ と が重要になり ま す。

　 ・ 分娩前後の母牛の栄養状態、 健康状態を 整える 。

　 ・ 十分良質な初乳を 摂取さ せる 。

　 ・ 適切な時期に接種する 。

　 ・ 出生後の子牛に十分な栄養を 与え、 スト レスが掛から ない環境で飼育する 。

　 まと め

　 ２ 回に分けて免疫と ワ ク チン について説明し ま し たが、 少し でも ワ ク チン へのご 理解を 深めて頂けれ

ば幸いです。 ワ ク チン を 効果的に使う こ と で病気の発生を 減ら すこ と ができ ま す。 その結果、 子牛の損

失や治療費が減り 、 経営状態の改善にも 繋がり ま す。 し かし 、 ワ ク チネーショ ン だけで全ての病気を 完

全に予防でき る 訳ではあり ま せん。 消毒や換気によ っ て衛生的な環境を 整え、 ス ト レ ス が少なく 健康的

な飼養管理を 行う こ と も 必要です。 今年の冬の病気対策はワ ク チン を 活用する と と も に、 子牛の飼養環

境や管理方法を 再度確認し て見てはいかがでし ょ う か。 適切な接種時期やワ ク チン の種類など 分から な

いこ と があり ま し たら 獣医師にご相談下さ い。
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表１ ） 子牛の呼吸器病を対象と し たワク チン

表２ ） 子牛の下痢を対象と し たワク チン

表３ ） 子牛の呼吸器病と 下痢の原因病原体

○主な呼吸器病の原因病原体

　 細　 　 菌： マンヘミ ア、 パスツレラ 、 ヘモフ ィ ルス、 マイ コ プラ ズマ

　 ウ イ ルス ： RSウイ ルス（ RSV）、 コ ロ ナＶ 、 アデノ Ｖ 、 パラ イ ンフ ルエンザＶ

　 　 　 　 　 　 牛伝染性鼻気官炎（ IBR） Ｖ

○主な下痢の原因病原体

　 細　 　 菌： 大腸菌、 サルモネラ 、 ク ロスト リ ジウム

　 ウ イ ルス ： ロタ Ｖ 、 コ ロナＶ

　 寄 生 虫： コ ク シジウ ム 、 ク リ プト ス ポリ ジウ ム

ワ ク チン 名 有効病原体 接種方法

牛ヘモフ ィ ルス ワ ク チンＣ
（ 不活化）（ 京都微研）

ヘモフ ィ ルス ・ ソ ムニ
筋肉注射
初回２ 回接種

リ ス ポバル
（ 不活化）（ ゾ エティ ス ）

マン ヘミ ア・ ヘモリ チカ
皮下注射
１ カ 月齢以上に投与

牛RS生ワ ク チン
（ 生）（ 京都微研）

RSV 筋肉注射

キャ ト ルバク ト ３
（ 不活化）（ 京都微研）

ヘモフ ィ ルス ・ ソ ムニ、 パス ツ レ ラ ・ ム ルト シダ
マン ヘミ ア・ ヘモリ チカ

筋肉注射
初回２ 回接種
流行１ カ 月前ま でに投与

ティ ーエス ブイ ３
（ 生）（ ゾ エティ ス ）

IBRV、 パラ イ ンフ ルエンザV、 RSV
鼻腔内投与
出生直後から 投与可能

牛５ 種混合生ワ ク チン
（ 生）（ 京都微研）

IBRV、 パラ イ ンフ ルエンザV、 RSV、 アデノ V
牛ウ イ ルス 性下痢（ BVD） V

筋肉注射

カーフ ウ ィ ン ６
（ 生）（ 京都微研）

IBRV、 パラ イ ンフ ルエンザV、 RSV、 アデノ V
BVDV２ 種

筋肉注射

キャ ト ルウ ィ ン６
（ 混合）（ 京都微研）

IBRV、 パラ イ ンフ ルエンザV、 RSV、 アデノ V（ 生）
BVDV２ 種（ 不活化）

筋肉注射

キャ ト ルウ ィ ン５ Ｋ
（ 不活化）（ 京都微研）

IBRV、 パラ イ ンフ ルエンザV、 RSV、 BVDV２ 種
筋肉注射
初回２ 回接種

ボビ バッ ク Ｂ 5
（ 不活化）（ 共立製薬）

IBRV、 パラ イ ンフ ルエンザV、 RSV、 BVDV２ 種
筋肉注射
初回２ 回接種

ワ ク チン 名 有効病原体 接種方法

牛用大腸菌ワ ク チン［ im ocolibov］
（ 不活化）（ 科飼研）

大腸菌６ 種
初乳免疫
分娩前の母牛に２ 回皮下注射（ 初年度）

ボビ リ ス S
（ 不活化）（ M SDA H）

サルモネラ ２ 種
皮下注射、 初乳免疫
初回２ 回注射

牛サルモネラ ２ 価ワ ク チン
（ 不活化）（ 明治アニマルヘルス ）

サルモネラ ２ 種
皮下注射、 初乳免疫
初回２ 回注射

キャ ト ルウ ィ ンCI5
（ ト キソ イ ド ： 毒素を無毒化し たも の）
（ 京都微研）

ク ロ ス ト リ ジウ ム 毒素５ 種
筋肉注射
初回２ 回接種、 以降６ カ月間隔で投与
３ カ 月齢以上に投与

牛下痢５ 種混合不活化ワ ク チン Ⅱ
（ 不活化）（ 京都微研）

ロ タ V３ 種、 コ ロ ナV、 大腸菌
初乳免疫
分娩前の母牛に２ 回皮下注射（ 初年度）
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